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めざします企業の繁栄と社会への貢献
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■新年のご挨拶
■新会員紹介・今後の事業活動スケジュール
■第17回　小学生の「税」の写真展
■尊徳・二宮金次郎「報徳」生涯の四幕（その１）
■事業フォトグラフィー
■地元のスポーツクラブを応援しよう！
■古道を歩こう！⑬「岩専祖畑道」
■職場のお悩み相談②
■あなたもチャレンジ！家庭菜園⑬「次年度に向けた土作りについて」
■小田原税務署・県税務署・労働基準監督署からのお知らせ
■ふれあいいんふぉめーしょん

いっしょにwith

何の花でしょう？
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新春のお慶びを申し上げます

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

税
は
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く

国
の
礎
で
す
。
当
会
は
、
こ
れ
か

ら
も
法
人
会
の
原
点
で
あ
る「
税
」

に
関
す
る
活
動
に
軸
足
を
置
き
な

が
ら
、
よ
り
活
動
の
両
翼
を
拡
げ
、

会
員
や
地
域
社
会
に
と
っ
て
価
値

の
あ
る
存
在
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
繁

栄
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

る
各
種
の
利
便
性
向
上
策
が
導
入

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
一
層
の
普
及

及
び
添
付
書
類
を
含
む
全
て
の
書

類
の
電
子
化
に
つ
き
ま
し
て
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
が
公
益
社
団
法
人
小
田
原
法
人

会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
御
繁
栄
の
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

て
分
か
り
や
す
く
納
得
で
き
る
簡

素
な
税
制
を
求
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
特
に
、
令
和
５
年
10

月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ
る
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
本

来
あ
る
べ
き
消
費
税
制
に
近
づ
け

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
導

入
ま
で
に
制
度
の
概
要
を
理
解
し
、

事
業
形
態
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
対
応
策
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
免
税
事
業

者
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
な

け
れ
ば
取
引
先
か
ら
外
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
る
一
方
、
発
行
す
る
に
は

課
税
事
業
者
に
な
る
必
要
が
あ
り
、

難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
な
の
で
、
課
税
事
業
者

へ
の
転
換
を
強
要
さ
れ
な
い
よ
う

な
仕
組
み
に
見
直
す
こ
と
を
求
め

等
の
作
成
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
引
き

続
き
制
度
の
定
着
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
資
本
金
１
億
円
超
の
大

法
人
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
法
人

税
及
び
消
費
税
等
に
つ
い
て
、
本

年
４
月
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年

度
か
ら
電
子
申
告
の
義
務
化
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
ま
し

て
、
中
小
法
人
等
に
も
適
用
が
あ

年
に
全
国
で
82
番
目
、
神
奈
川
県

内
で
４
番
目
の
法
人
会
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
会
員
数
は
１
５
０

社
。
社
団
化
し
た
昭
和
45
年
時
は

３
４
１
３
社
。
現
在
で
は
、
経
済

状
況
の
変
化
に
伴
い
約
２
２
０
０

社
を
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
創
立
70

周
年
を
一
つ
の
転
換
期
と
捉
え
、

気
持
ち
も
新
た
に
各
種
事
業
を
展

開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
法
人
会

の
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
き
皆
さ

ま
の
ご
事
業
の
繁
栄
に
お
役
立
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
今
後
も
国
に
対
し

げ
を
も
ち
ま
し
て
、
本
年
４
月
に

創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
田
原
法
人
会
の
生

い
立
ち
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
す

と
、
昭
和
22
年
に
大
き
な
税
制
改

正
が
あ
り
、
法
人
税
も
そ
れ
ま
で

の
「
賦
課
課
税
制
度
」
か
ら
、
納

税
者
が
自
ら
所
得
を
計
算
し
て
納

税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
へ
と

移
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後

の
混
乱
期
に
あ
っ
て
十
分
に
準
備

が
整
わ
な
い
ま
ま
新
制
度
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
経
営
者
が

難
解
な
税
法
を
理
解
し
適
正
な
自

主
申
告
が
行
え
る
か
危
惧
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
状
況
に
対

応
す
る
為
、
経
営
者
・
企
業
が
自

発
的
に
集
い
、
全
国
各
地
に
法
人

会
が
組
織
さ
れ
、
当
会
は
昭
和
25

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
石
村
会
長

を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
方
が
団
結
さ
れ
、
意
欲
的
に
取

り
組
ま
れ
た
賜
物
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
ご
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
に
は
、
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
及
び
軽
減
税
率

制
度
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
多
く
の
事
業
者
の
皆

様
方
が
制
度
実
施
後
初
の
申
告
期

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
申
告
書

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

旧
年
中
は
、
税
務
行
政
の
円
滑

な
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
御

理
解
と
多
大
な
る
御
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

公
益
社
団
法
人
小
田
原
法
人
会

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
第
17
回

「
小
学
生
の
税
の
写
真
展
」
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
租
税
教
育
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
年
頭
に
当
た
り
、

公
益
社
団
法
人
小
田
原
法
人
会
の

皆
様
方
に
、
謹
ん
で
お
祝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
昨
年
の
台

風
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

並
び
に
そ
の
御
家
族
の
皆
様
に
心

（公社）小田原法人会
会長　石村隆生

小田原税務署長
髙田　次郎

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
中
は
当
会
の
運
営

並
び
に
事
業
全
般
に
わ
た
り
、
会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
小
田
原
税
務

署
ま
た
関
係
団
体
各
位
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
会
は
皆
さ
ま
の
お
か
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１・２月の税カレンダー
納付期限を守りましょう！左

記
資
料
を
無
料
で

配
布
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は

法
人
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問い合わせ：
☎：0465-23-3641
事務局　青木まで。

〈
国
税
〉

★
源
泉
所
得
税

・
12
月
支
払
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
令
和
２
年
１
月
10
日
㈮

・
１
月
支
払
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限
……
令
和
２
年
２
月
10
日
㈪

・
７
〜
12
月
支
払
分
に
係
る
源
泉
所
得
税
の
特
例
の
納
付
期
限
……
令
和
２
年
１
月
20
日
㈪

★
法
人
税
お
よ
び
地
方
法
人
税

・
11
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

・
５
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

・
12
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
３
月
２
日
㈪

・
６
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
３
月
２
日
㈪

★
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

・
11
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

・
12
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告
と
納
付
期
限
……
令
和
２
年
３
月
２
日
㈪

新会員紹介コーナー ＼ (^ ｰ ^) ／（令和元年 10 月 3 日～ 12 月 4 日）（敬称略）

★小田原支部
㈱サン東海ビルメンテナス 倉田 雅史 ビルメンテナンス業 小田原市本町1-13-6 0465-22-1143
㈱東海ホテルメンテナス 倉田 雅史 ビルメンテナンス業 小田原市本町1-13-6 0465-23-4110
info.REX㈱ 高崎 剣太 生・損保 保険代理業 藤沢市石川4-15-4-203 0466-47-9012
㈲フエルシ 遠藤 礼子 介護 小田原市柳新田50-3 2階 0465-27-3888
アヴィ㈱ 牧野 澄世 飲食店 小田原市早川1-1-21-601 0465-22-6866
★南足柄・山北支部
㈲ユーテック 後藤 勇太郎 設備工事業 南足柄市中沼106 0465-74-4981
㈲内田造園土木 内田 淑美 建設業 南足柄市塚原3737 0465-74-6626
★湯河原・真鶴支部
㈲昭幸電気工事 高橋 克幸 老人ホーム等の電気設備工事 足柄下郡湯河原町土肥4-6-12 0465-63-2832
㈱ロジコ 佐藤 擁 家事代行・外出同行・介護業 足柄下郡湯河原町土肥4-11-4-1F 0465-43-9153
㈱KMネットワークサービス 室伏 菊寿 旅館・ホテル業 足柄下郡湯河原町宮上718-301 0465-62-4542
★箱根支部
㈲みのり 富田 康裕 管工事業 足柄下郡箱根町元箱根90-132 0460-83-5105
★賛助会員
古民家カフェ 恭月 沼田 陽子 飲食店 足柄上郡山北町平山214 0465-76-4777

今後の事業活動スケジュール〈令和2年1月～令和２年3月〉
※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

日　　時 行　事　名 場所 対象

1
月

15日(水) 14：00～16：00 決算法人説明会（1月決算法人対象） おだわら市民交流センターUMECO 法人
18日(土) 日帰り 第13回健康ウォーク山の手「七福神めぐり」 都内(新宿) 会員

20日(月) 17：10～18：40 賀詞交歓会 湯本富士屋ホテル 会員

2
月

18日(火) 14：00～16：00 決算法人説明会（2月決算法人対象） おだわら市民交流センターUMECO 法人
19日(水) 14：00～16：00 新設法人説明会 おだわら市民交流センターUMECO 新設法人
27日(木) 17：30～20：00 第3回「ご縁会」(新入会員交流会) 小田原お堀端コンベンションホール 会員

3
月

18日(水) 14：00～16：00 決算法人説明会（3月決算法人対象） おだわら市民交流センターUMECO 法人
19日(木) 14：00～16：00 決算法人説明会（3月決算法人対象） おだわら市民交流センターUMECO 法人

※新入会員様15社の内、情報公開に同意された12社のみを掲載しています。
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銅賞
『私の思い出の風景』

白
しらさか

坂　沙
さ や

椰（６年）

銅賞
『なつの夜空とともに！！』

髙
たかはし

橋　芽
め

生
い

（２年）

銀賞
『半世紀みんなを

支え続ける橋』

佐
さ さ だ

々田泰
やすはる

治（５年）

第17回　小学生の「税」の写真展
　11月16日（土）17日（日）の２日間、西武小田原店にて、「第17回小学生の税の写真展」を開催
しました。この写真展は、国税庁が定める「税を考える週間」（毎年11月11日～ 17日）の行事の一
環として平成15年から始めました。今回は、小学生604点の力作が小田原税務署管内（２市８町）
の子供たちから寄せられました。また、17日（日）には、入賞者への表彰式並びに親子の租税教室
を開催しました。入賞作品は下記の通りです。（敬称略）

金賞
『今日はどれに

しようかな』

畑
はた

　　葵
あおい

彩（３年）

銀賞
『おじいちゃんの
田んぼに注ぐ用水路』

栗
くりた

田　　樹
いつき

（３年）

銅賞
『街を守る警察官』

宮
みや

下
した

　　彪
たける

（4年）

税理士会
小田原支部長賞
『おじさん、暑い中、
　ゴミ収集してくれて

ありがとう！』
麓
ふもと

　幸
こうたろう

多朗（6年）

税務署長賞
『さぁ、
次はぼくの番だ！』

尾
お

崎
ざき

　稜
りょう

介
すけ

（４年）

小 田 原 法 人 会  提 携 商 品

お客様サポートダイヤル 0120（426）614

事業資金の
ご相談は … 

※お申込みについて所定の審査をさせていただきます。その結果、ご希望に添えない場合もございますので、予めご了承ください。

金利・・・変動金利 年 2.0%
金額・・・10 万円以上 1,000 万円以内
融資新規取扱手数料 無料（通常 10,800 円）はじめの一歩から応援します！

創業支援ローン　スタート

START
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尊徳・二宮金次郎
　 　「報徳」生涯の四幕

（その１・前半生）

報徳博物館　館長

小笠原　清

も
「
五
常
講
」
を
用
い
て
救
済
に

あ
た
っ
た
。

　

文
政
元
年
（
1
8
1
8
）
、
小

田
原
藩
主
大
久
保
忠た
だ
ざ
ね真
は
、
幕
府

老
中
に
任
命
さ
れ
江
戸
に
赴
い
た
。

そ
の
途
次
、
藩
内
の
善
行
者
を
酒

匂
川
の
河
原
に
集
め
て
表
彰
し
、

金
次
郎
も
選
ば
れ
た
。
次
い
で
、

藩
主
か
ら
の
藩
政
改
革
へ
の
献
策

公
募
を
機
会
に
、
基
準
が
無
く
農

民
を
困
ら
せ
て
い
た
藩
の
年
貢
収

納
「
升
」
の
統
一
を
提
案
、
採
用

さ
れ
た
。
周
到
な
計
画
性
と
実
行

力
が
藩
主
に
認
め
ら
れ
、
荒
廃
し

た
下
野
国
桜
町
領
（
栃
木
県
真
岡

市
）
の
復
興
の
任
に
抜
擢
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

第
二
幕
は
、
金
次
郎
が
藩
主
と

農
民
の
双
方
か
ら
の
信
頼
の
も
と

に
、
大
き
な
飛
躍
を
と
げ
た
台
頭

期
で
あ
っ
た
。

ジ
化
さ
れ
て
き
た
。

　

働
き
者
の
金
次
郎
は
勉
学
に
励

み
、
慈
愛
心
に
も
厚
か
っ
た
。
そ

の
源
泉
は
善
人
で
読
書
好
き
の
父

利
右
衛
門
と
情
愛
深
い
母
よ
し
の

も
と
で
育
ま
れ
た
家
庭
環
境
に

あ
っ
た
と
い
う
。

　

金
次
郎
は
14
歳
で
父
を
、
16
歳

で
母
を
失
い
、
兄
弟
離
散
後
は
叔

父
万
兵
衛
家
に
奇
食
し
、
家
業
を

手
伝
い
な
が
ら
夜
は
読
書
に
励
ん

だ
。
夜
学
で
灯
油
の
無
駄
遣
い
を

叔
父
に
叱
ら
れ
た
た
め
、
自
ら
用

水
の
土
手
に
菜
種
を
植
え
、
油
を

調
達
し
た
。
ま
た
暇
を
見
て
は
年

貢
の
か
か
ら
な
い
荒
れ
地
を
拓
き
、

そ
こ
に
田
植
え
後
の
捨
て
苗
を
集

め
て
植
え
直
し
、
美
田
に
替
え
て

年
々
の
収
穫
を
増
や
し
た
。

　

19
歳
で
万
兵
衛
家
を
離
れ
、
小

屋
住
ま
い
を
し
な
が
ら
収
穫
し
た

米
で
田
畑
を
買
い
戻
し
、
そ
れ
を

小
作
に
回
し
自
身
は
賃
稼
ぎ
を
す

る
な
ど
、
資
産
運
用
の
術
も
身
に

つ
け
た
。
そ
の
過
程
で
人
が
手
を

加
え
れ
ば
甦
る
「
荒
れ
地
の
価

値
」
の
見
定
め
、
わ
ず
か
な
捨
て

苗
を
増
殖
し
て
大
き
な
収
穫
を
得

る
「
小
を
積
ん
で
大
と
為
す
」
な

ど
、
後
の
「
報
徳
仕
法
」
の
理
念

を
会
得
し
た
。

　

そ
し
て
5
年
後
、
24
歳
で
所
有

地
１
町
4
反
余
の
農
民
と
し
て
自

立
、
家
屋
を
再
建
し
て
念
願
の
自

家
再
興
を
果
た
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
破
綻
し
た
二
宮

総
本
家
の
再
興
や
困
窮
し
た
親
族

の
救
済
も
し
た
。
ま
た
諸
書
を
購

入
、
俳
句
も
嗜
み
、
富
士
登
山
、

伊
勢
参
り
や
京
大
阪
の
上
方
旅
行

に
も
出
か
け
て
見
聞
を
広
め
、
周

囲
か
ら
も
一
目
お
か
れ
て
い
た
。

　

第
一
幕
は
、
逆
境
に
創
意
を
も

っ
て
臨
ん
だ
始
動
期
で
あ
っ
た
。

　
第
二
幕

　
注
目
さ
れ
た
抜
群
の
才
覚

|
小
田
原
城
下
の
時
代

（
1
8
1
1
〜
1
8
2
2
）
|

　

自
立
し
た
金
次
郎
は
、
向
学
心

と
社
会
的
な
活
動
へ
の
強
い
関
心

か
ら
小
田
原
城
下
へ
出
て
、
ほ
ど

な
く
藩
家
老
服
部
家
の
上
級
奉
公

人
「
若
党
」
と
な
っ
た
。

　

当
初
は
子
息
若
殿
の
藩は
ん
じ
ゅ儒

の
私

塾
通
い
に
付
き
添
い
、
講
義
を
陪

聴
し
て
子
息
の
復
習
の
教
導
も
し

た
。
そ
の
内
、
借
金
生
活
に
追
わ

れ
る
服
部
家
の
使
用
人
た
ち
を
救

済
す
る
た
め
、
互
助
的
金
融
組
織

「
五
常
講
」
の
運
用
で
支
援
し
た
。

そ
れ
は
儒
教
の
「
仁
義
礼
智
信
」

の
５
徳
目
を
反
映
し
た
倫
理
的
金

融
制
度
で
、
の
ち
の
信
用
組
合
の

祖
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
理
財
能
力
が
買
わ

れ
、
破
綻
に
瀕
し
て
い
た
服
部
家

の
財
政
再
建
に
関
わ
り
、
ま
た
俸

禄
米
減
給
で
苦
し
む
下
級
藩
士
に

　

尊
徳
・
二
宮
金
次
郎
の
遺
業
と

人
と
な
り
を
、
学
術
的
な
視
点
で

紹
介
し
て
き
た
報
徳
博
物
館
で
は
、

昭
和
58
年
開
館
以
来
初
の
大
幅
展

示
替
え
を
行
い
、
照
明
器
具
も
一

新
し
て
本
年
7
月
21
日
に
リ
ニ
ュ

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
日
本
画
家
小
島

直
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
い
た
絵
本

﹁
き
ん
じ
ろ
う
﹂
の
原
画
を
活
用

し
、
尊
徳
の
生
涯
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル

な
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
し
た
。

　

安
民
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た

そ
の
人
生
は
、
舞
台
に
例
え
る
な

ら
四
幕
に
分
け
て
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
第
一
幕
・
第
二
幕
は
農
民

時
代
の
前
半
生
、
第
三
幕
・
第
四

幕
は
役
人
時
代
の
後
半
生
と
な
る
。

　
第
一
幕
　
暗
転
か
ら
再
起
へ

|
足
柄
平
野
・
栢
山
村
の
時
代

（
1
7
8
7
〜
1
8
1
0
）
|

　

明
治
44
年
の
文
部
省
小
学
唱
歌

で
「
柴し
ば
か刈

り
縄
な
い
草わ

ら
じ鞋

を
つ
く

り
、
親
を
手
助
け
弟
を
世
話
し
、

兄
弟
仲
良
く
孝
行
つ
く
す
、
手
本

は
二
宮
金
次
郎
」
と
歌
わ
れ
、
昭

和
20
年
ま
で
、
負
薪
読
書
歩
行
の

少
年
金
次
郎
像
は
、
日
本
中
の
小

学
校
校
庭
に
見
ら
れ
た
。
そ
の
姿

は
洪
水
で
家
屋
田
畑
が
荒
廃
し
、

窮
地
に
立
た
さ
れ
な
が
ら
、
病
苦

の
父
母
を
助
け
て
健
気
に
働
い
た

幼
少
期
の
伝
説
に
よ
っ
て
イ
メ
ー

職人とともに小田原藩の統一升を作る金次郎



会員増強にご協力ください
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当
会
を
は
じ
め
税
務
関
係
団
体

等
を
通
じ
て
永
年
に
わ
た
り
納
税

道
義
の
高
揚
と
申
告
納
税
制
度
の

普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に

対
し
て
、
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
関
係
受
賞
者
は
次
の
方
々

で
す
。

●
小
田
原
税
務
署
長
表
彰

ア
ソ
ー
熱
工
業
㈱　

菅
野
紀
幸
氏

㈱
ホ
テ
ル
南
風
荘　

鈴
木
茂
男
氏

㈱
湯
川
鉄
工
所　
　

湯
川
瀞
策
氏

●
小
田
原
税
務
署
長
感
謝
状

さ
が
み
信
用
金
庫　

遠
藤
康
弘
氏

東
亜
㈱　
　
　
　
　

辻
村
彰
秀
氏

㈲
協
和
開
発
企
業　

杉
山　

修
氏

イ
ノ
ス
㈱　
　
　
　

井
上
敦
久
氏

●
小
田
原
県
税
事
務
所
長
表
彰

㈲
協
和
開
発
企
業　

杉
山　

修
氏

【
そ
の
他
表
彰
関
係
】

●
東
京
国
税
局
長
納
税
表
彰

㈱
小
田
原
百
貨
店　

神
戸
洋
一
氏

●
神
奈
川
県
知
事
納
税
功
労
表
彰

㈱
精
巧
舎　
　
　
　

石
﨑　

孝
氏

㈱
し
い
の
食
品　
　

椎
野
雅
之
氏

●
税
制
改
正
要
望
運
動
（
税
制
委

員
会
）

　

全
国
法
人
会
総
連
合
で
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
「
令
和
元
年
度
税
制

改
正
に
関
す
る
提
言
」
の
実
現
に

む
け
て
、
管
内
２
市
８
町
の
首
長

に
対
し
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

★
小
田
原
市
長
へ
要
望
書
を
提

　

示

　

・
11
月
19
日
㈫　

小
田
原
市
役

　
　

所

●
事
業
研
修
委
員
会

　

★
第
17
回　

小
学
生
の
﹁
税
﹂

　

の
写
真
展
表
彰
式
／
青
年
部
会

　

に
よ
る
親
子
で
学
ぶ
租
税
教
室

　

・
11
月
17
日
㈰
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ

　
　

ウ
エ
ス
ト
１
階
「
キ
ャ
ニ
オ

　
　

ン
広
場
」
参
加
者
１
１
６
名

事
業
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

＊
各
事
業
は
﹁
法
人
会
だ
よ
り
﹂
や
﹁
地
域
情
報
紙
﹂
に
て
随
時
案
内
中
！

※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

税に関する無料相談所
　小田原支部の税理士が直接相談
に応じ、秘密は厳守致します。
　来所は事前に電話にて予約して
下さい。また、電話での相談も可
能です。

場　　所 小田原箱根商工会議所会館５階
 東京地方税理士会小田原支部事務局
 電話　₀₄₆₅︲₂₄︲₀₁₉₅
日　　時 毎週水曜日：午後１時30分～４時
 ただし、祝日・毎月25日以降の水曜
 日と年始１月１日～10日、２月16日
 ～３月15日を除く
相談内容 税務相談・税務書類の書き方指導等

〈はまぎん〉創業サポートパック
創業期のお客さまをサポートする、さまざまなメニューで応援します！

お申し込みは、最寄りの横浜銀行の本支店窓口で承ります。
創業時の事業計画や必要な資金に関するご相談をお受けします。
フリーダイヤル　０１２０－５８－４５８０
時間　9：00～ 17：00

創業支援デスク
「創業個別相談会」 ※一部の支店・出張所では取り扱いをしていません。

令和元年度　納税表彰式
　11 月 13 日㈬、小田原税務署、小田原県税事務所
共催による納税表彰式が小田原市民会館にて執り行
われました。

小田原税務署長表彰を受けた菅野氏（最前列向かって左から３
人目）、鈴木氏（最前列向かって左から２人目）湯川氏（最前
列向かって右から３人目）

↑
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●
青
年
部
会

　

★
第
33
回　

法
人
会
全
国
青
年 

　

の
集
い
「
大
分
大
会
」

　

・
11
月
８
日
㈮　

ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

　
　

ｋ
ｏ
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

　
　

参
加
者
11
名

●
女
性
部
会

　

★
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
﹁
い
ざ

　

と
い
う
時
に
役
立
つ
実
践
的
防

　

災
セ
ミ
ナ
ー
﹂

　

・
11
月
29
日
㈮　

小
田
原
箱
根

　
　

商
工
会
議
所
会
館
「
Ａ
ホ
ー

　
　

ル
」　

参
加
者
36
名

●
足
柄
支
部

　

★
親
睦
研
修
旅
行
会

　

・
11
月
29
日
㈮　

劇
団
四
季　

　
　

「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
鑑
賞

　
　

と
横
浜
中
華
街
「
金
香
楼
」

　
　

で
の
ご
夕
食　

参
加
者
25
名

●
湯
河
原
・
真
鶴
支
部

　

★
親
睦
研
修
旅
行
会

　

・
10
月
17
日
㈭　

国
立
劇
場

　
　

「
十
月
歌
舞
伎
公
演
」
鑑
賞

　
　

と
「
帝
国
ホ
テ
ル
」
で
の
デ

　
　

ィ
ナ
ー
バ
イ
キ
ン
グ　

参
加

　
　

者
26
名

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
・
小
田
原

支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
で
は
、

幅
広
い
業
種
の
事
業
を
営
む
方

に
、
商
品
仕
入
資
金
、
ボ
ー
ナ
ス

資
金
、
諸
経
費
支
払
資
金
等
の
運

転
資
金
や
店
舗
改
装
、
機
械
購
入

等
の
設
備
資
金
の
融
資
を
お
取
扱

い
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
の
ご
返
済
で
、
利
息
は
固

定
金
利
で
す
。

　

こ
の
他
、
Ｉ
Ｔ
資
金
（
７
２
０

０
万
円
以
内
）・
経
営
環
境
変
化

資
金
（
４
８
０
０
万
円
以
内
）・

令
和
元
年
台
風
第
19
号
、
第
20
号

お
よ
び
21
号
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

み
な
さ
ま
を
対
象
と
し
た
、
令
和

元
年
台
風
第
19
号
等
特
別
貸
付
な

ど
様
々
な
融
資
制
度
が
あ
り
ま

す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
田
原
支
店

︵
国
民
生
活
事
業
︶
融
資
相
談
係

☎
０
４
６
５
︵
２
３
︶
３
１
７
５

﹁
事
業
資
金
﹂
受
付
中
!!

　

ま
た
当
公
庫
で
は
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
も
お
取
り
扱
い
し
て
お

り
ま
す
。
国
の
教
育
ロ
ー
ン
に
つ

き
ま
し
て
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０ —

 

０
０
８
６
５
６

　

０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

日
本
政
策
金
融
公
庫

小
田
原
支
店
（
国
民

生
活
事
業
）
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
」

★
お
使
い
み
ち
、
ご
返
済
期
間
、
担
保
の
有
無
な
ど

　
に
よ
っ
て
異
な
る
利
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

★
審
査
の
結
果
、
お
客
様
の
ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

利率は令和元年12月２日現在のものです。〈融資制度の概要〉
一般貸付 経営環境変化資金 企業活力強化資金 I  T 資金

ご 融 資 額 4,800 万円以内 4,800 万円以内 7,200 万円以内 7,200 万円以内
ご 返 済
期 間

運転７年以内
設備 10 年以内

運転８年以内
設備 15 年以内

運転７年以内
設備 20 年以内

運転７年以内
設備 20 年以内

対 象 者 事業を営むほとんど
の業種の方

売上が減少している
など業況が悪化して
いる方

小売業、卸売業、飲
食サービス業または
サービス業を営む方
で、店舗の新築・増
改築や機械設備の導
入を行う方など

情報化投資を行う方

利 率 年 1.21％～ 2.56％ 年 1.21％～ 2.18％ 年 0.31％～ 2.75％ 年 0.31％～ 2.75％

　

今
年
は
干
支
の
一
番
手
・

「
子
年
」
で
す
。

　

ど
ん
ど
ん
子
ど
も
を
産
ん

で
数
を
増
や
す
ネ
ズ
ミ
は
、

「
子
孫
繁
栄
」
を
象
徴
す
る

動
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
寝
ず
身
」
＝
「
働

き
者
」
と
い
う
意
味
に
も
解

釈
さ
れ
、
財
を
貯
え
る
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
有
名
で
す
。

今
年
も

ヨ
ロ
シ
ク
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地元のスポーツクラブを応援しよう！



9

り
、
石
材
運
搬
の
苦
労
を
し
の
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

岩
小
松
山
は
、
江
戸
城
を
作
る

た
め
の
石
材
を
採
石
す
る
た
め
黒

田
藩
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
ま
し
た
。

道
の
途
中
に
は
、
石
工
の
業
績
を

た
た
え
る
江
戸
末
期
に
再
建
さ
れ

　

真
鶴
の
石
は
、
小
松
石
の
名
で

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
は
、
小
松
山
の
採
石
場

よ
り
港
ま
で
石
材
を
運
搬
す
る
た

め
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

真
鶴
道
路
よ
り
海
ま
で
の
南
側
部

分
約
１
・
５
㎞
に
当
時
の
道
が
残

た
供
養
碑
（
石
工
先
祖
碑
）
な
ど

も
残
っ
て
い
ま
す
。

●
交
通
機
関

　
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
・
真
鶴
駅
か
ら

徒
歩
、
ま
た
は
「
岩
」
行
き
バ
ス

で
「
役
場
前
」
下
車
。

〈真鶴町〉

（﹃
か
な
が
わ
の
古
道
50
選
﹄
よ
り
。
地
図
に
つ
い
て
は
、
名
称
・
位
置
な
ど
現
在
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

古道を歩こう！（第13回　最終回）
●近世の道

岩
いわ
専
せん
祖
ぞ
畑
はた
道
みち

石材運搬の苦労がしのばれる岩専祖畑道（A）

石材はこの港から海上運搬された（B）
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職場のお悩み相談室②

本気の面談で部下との信頼関係を構築し、
業績をのばす

人と組織づくりコンサルタント　本木和子

　今回は部下を持つ上司の方々に、部下との面談について考えて頂きたい。
そもそも 1 対 1 で面談をしている会社ばかりではないかもしれない。もしそ
うであるなら、ぜひ年に一度でもやって頂くように勧めたい。上司がしっか
り傾聴する丁寧な面談は、部下の退職を防ぐことにもなる。退職による損失
を思えば面談に割く時間が惜しくはないはずだ。
 
　現実には職場はどこもいつも忙しく、面談したところで「要するにポイントはなんだ」「早く話してくれ
ないか」などつい言ってしまう上司も多い。でも、それらはみな禁句、部下の士気を下げるだけ。話して
いる間に長い沈黙があっても待ってほしい。上司にどう伝えようか部下は言葉を選んだり、考えているのだ。
アドバイスをしようというより、まずはわかろうとする態度、支援（サポート）しようとする態度が重要だ。
それが日々の信頼関係を確実にし、部下の不要な離職も防ぐし、不要な後任採用を避けられる。会社の成長
はそういうところから始まる。
 
●評価面談とは別物
　ここで伝えようとしている面談とは、部下の能力を伸ばし、将来の可能性を高め、成長させるためのも
のだ。叱責したり、期末に業績評価を伝える面談とは違う。将来組織内で部下が、「より活躍できるように」
と願って短くてもいいから対話をすることが肝要だ。よく聴いてあげることで自分の抱えていることを話
してくれたり、自己を見つめたり。考えを深めてもらうのだ。これは真剣に傾聴してあげることで可能に
なる。

●良い質問で、部下の考えが深まる
では具体的に面談でどう臨んだらよいのか。「どうだい」と声がけして聴く、次のような質問だ。
・・・入社前に学んできたことが仕事で生かされているか、日々の仕事で経験値をあげられているか。
・・・そもそも仕事は満足しているか、あるいは困っていることなどないか。更に、
・・・他にいつか社内で就きたい仕事はあるか、数年後に仕事上でどうなりたいかとか、など。
最後に聴く大事な問いは、
・・・会社（や上司）にして欲しいことはあるか
 
　こんな流れで面談することが部下との間に信頼関係を築き、部下のモチベーションもあがる、部下はより
戦力になる。なにより、予期せぬ離職が減る。会社が部下のことを気にかけている、と伝わることが大事だ。
言い方だけそれっぽくやってもだめだ。真に部下を大事にすること、ポイントはそこだ。
 
　誰でも働いていれば、それは色々な思いがあるもの。それを会社がいちいち丁寧に聴くのはどうか、そ
もそも要求に応えられるとも限らない、と思う人がいるらしいが、それは違う。人は語ることで自分の心
の整理ができ、聴いてもらえたことですっきりする。これをカタルシスという。まずはそこが大事。そして、
語ることで洞察が深まり、自分はこれからどうしたいのか、何をすべきか。組織の中でだけでなく、それ
以外の生き方について考えてもらういい機会になる。

管理者（マネジャー）に大事なのは、
まず自己理解すること。
そのために効果的なアセスメント

「DiSC® マネジメント」をご用意しています。
部下育成のヒントなどが満載です。
どうぞお気軽にお問合せ下さい。

ＯＤカタリスト代表　本木和子

【キャリアコンサルタント/DiSCⓇ認定トレーナー】

電話 0465-25-1350 ／受付時間 9:00-18:00

メール : info@catalyst-koko.com
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大
切
で
す
が
、
そ
の
目
安
と
し
て
、

直
径
8
～
9
㎜
の
棒
を
畑
土
に
差

し
た
と
き
、
あ
ま
り
力
を
加
え
ず

に
入
る
作
土
層
が
20
㎝
以
上
あ
る

こ
と
で
す
。
力
い
っ
ぱ
い
に
差
し

込
ん
で
測
る
有
効
土
層
が
60
㎝
以

上
あ
れ
ば
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
に
は
こ
れ
で
も
不
十
分
な
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
深
耕
す
る
こ

と
に
よ
り
こ
こ
ま
で
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

畑
起
こ
し
、
粗
大
有
機
物
を
入

れ
る
時
期
は
寒
冷
の
冬
が
一
番
で

す
。
そ
れ
は
他
の
作
業
が
暇
で
、

畑
が
空
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

掘
り
起
こ
し
た
下
層
の
土
を
上
面

に
出
し
、
厳
し
い
寒
気
に
さ
ら
し

風
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
理

性
が
改
善
さ
れ
、
病
原
菌
や
害
虫
、

雑
草
の
種
子
を
死
滅
、
軽
減
す
る

効
果
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
る
か
ら

で
す
。

　

作
業
の
手
順
は
、
前
作
の
残
り

か
す
や
病
害
虫
の
被
害
株
、
残
根

な
ど
を
き
れ
い
に
取
り
除
き
、
堆

肥
な
ど
の
粗
大
有
機
物
を
畑
全
面

に
ば
ら
ま
い
て
か
ら
耕
し
ま
す
。

6
0
c
m
以
上
も
深
耕
す
る
場

合
に
は
先
に
畑
起
こ
し
し
て
か
ら
、

次
の
耕
う
ん
時
に
粗
大
有
機
物
を

施
す
の
が
良
法
で
す
。

　

耕
し
た
畑
土
は
な
る
べ
く
表
面

に
凹
凸
が
あ
る
ま
ま
に
し
て
お
き
、

寒
気
に
触
れ
る
面
を
大
き
く
し
ま

す
。

　

土
壌
の
酸
性
度
も
冬
の
間
に
調

べ
、
ｐ
Ｈ
６
・
０
～
６
・
５
程
度
に

調
整
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

酸
性
を
改
良
す
る
消
石
灰
の
施
用

量
は
、
砂
質
あ
る
い
は
腐
植
の
少

な
い
土
壌
で
は
少
な
く
て
、
黒
ぼ

く
土
で
は
多
く
を
要
す
る
の
で
、

施
用
量
を
誤
ら
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
毎
年
む
や
み
に
与
え

過
ぎ
る
と
弊
害
を
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準

に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
広
報
通
信　

2
0
1
8
年
1
月

号
よ
り
転
載
）

根
が
あ
ま
り
伸
び
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

土
を
団
粒
構
造
に
す
る
の
に
は
、

良
い
粗
大
有
機
物
の
堆
肥
や
緑
肥
、

ピ
ー
ト
モ
ス
、
コ
コ
ピ
ー
ト
な
ど

を
十
分
に
施
し
深
く
耕
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

根
が
深
く
広
く
張
る
た
め
に
は

深
層
ま
で
条
件
を
整
え
る
こ
と
が

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
家
庭
菜

園
は
越
冬
野
菜
だ
け
と
な
り
、
冬

の
休
閑
期
に
入
り
、
空
き
畑
が
多

く
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
を
捉
え
、

し
っ
か
り
と
土
作
り
し
、
次
年
度

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

野
菜
の
根
が
健
全
に
伸
び
る
た

め
に
は
、
①
水
は
け
と
通
気
性
が

良
い
こ
と
、②
水
持
ち
（
保
水
力
）

が
良
い
こ
と
が
重
要
な
条
件
と
な

り
ま
す
。

　

土
に
は
、
細
粒
の
粘
土
と
粗
粒

の
砂
の
割
合
が
異
な
る
「
単
粒
構

造
」
と
「
団
粒
構
造
」
が
あ
り
、

団
粒
構
造
に
す
る
と
孔こ
う
げ
き
り
つ

隙
率
が
高

く
、
空
気
や
水
を
適
度
に
含
み
根

が
よ
く
伸
び
ま
す
が
、
そ
の
状
態

も
数
年
間
野
菜
を
作
り
続
け
る
と
、

次
第
に
痩
せ
て
単
粒
構
造
と
な
り
、

あなたもチャレンジ！
家庭菜園

次年度に向けた土作りについて
板木技術士事務所●板木利隆

←
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軽油引取税について

【軽油引取税とは】
　バスやトラックなどの燃料である軽油の引取り（購入）に課される税金です。

【納める人】
　特別徴収義務者として指定されたガソリンスタンドの経営者などが、軽油を購入した消費者から軽油代金と一緒に税金を
受け取り、毎月分をまとめて翌月末日までに県に申告して納めています。

【納める額】
　消費者が軽油を購入した場合は、１リットルにつき 32 円 10 銭分の軽油引取税がその価格の中に含ま
れています。

【免税】
　船舶の動力源等一定の用途に供する軽油の購入については、令和３年３月 31 日までの間、免税の対象
となります。免税の適用を受けるためには、事前に免税軽油使用者証の交付を受けるなどの手続きが必要
です。
　

【不正軽油には罰則も】
　軽油に灯油や重油を不正に混ぜると不正軽油となります。これらを製造したり、販売したり、使用した
りする者のほか、不正軽油と知りながら運搬や製造場所の提供にかかわった者なども重く罰せられます。

◇問合せ先　小田原県税事務所　間税課　　電話　０４６５－３２－８０００（代）

　

「
ハ
ク
サ
イ
」
は
日
本
人

に
と
っ
て
と
て
も
身
近
な
野

菜
で
す
。
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
全
国
で
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
主
な
産
地
は
茨
城

県
と
長
野
県
で
、
こ
の
両
県

で
全
国
の
約
半
分
を
賄
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
逆

に
生
産
量
が
少
な
い
の
は
沖

縄
県
と
香
川
県
と
な
っ
て
い

ま
す
。

＊

　

「
ハ
ク
サ
イ
」
が
最
も
お

い
し
い
季
節
は
、
霜
が
お
り

る
頃
の
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
、
ち
ょ
う
ど
鍋
料
理
が
お

い
し
く
な
る
季
節
の
11
月
ご

ろ
か
ら
２
月
頃
に
な
り
ま
す
。

﹁
表
紙
の
花
﹂
は
⋮

答
え
・﹁
ハ
ク
サ
イ
﹂
の
花

県税事務所からのお知らせ
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小田原労働基準監督署からのお知らせ

＊詳細については小田原労働基準監督署（0465-22-7151）にお問い合わせください。

◎大企業や親事業者による長時間労働の削減等の取組が中小企業に「しわ寄せ」を　
　生じさせている場合があります。下請かけこみ寺 では中小企業が抱える取引上
　の悩みを受け付けています。

小田原労働基準監督署
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公益社団法人小田原法人会はe-Taxを推進しています。

令和元年分の確定申告のお知らせ
（所得税及び復興特別所得税・贈与税・個人事業者の消費税及び地方消費税）

会場は混雑いたしますので、ＩＤ・パスワード方式を利用したご自宅からの e-Tax 申告がおすすめです。

【税理士による無料申告相談開催日程】

申告書作成会場の開設期間

税理士による無料申告相談　〜申告書を作成できます〜

開　設　期　間 会　場 所　在　地 時　間

２月 17 日㈪
～　３月 16 日㈪
※土、日及び祝日
　を除きます。（注）

小田原税務署 小田原市荻窪
４４０番地

【受付】午前８時 30 分から午後４時まで
　　　（提出は午後５時まで）

【相談】午前９時から午後５時まで

（注）ただし、２月 24 日 ( 月 ) 及び３月１日 ( 日 ) は開場します。

　○　上記期間以外は、税務署の申告書作成会場は開設していませんのでご了承ください。

期　　間 会　場 所　在　地 時　間

２月３日（月）
湯河原町役場（３階会議室） 湯河原町中央２－２－１

【相談】
午前９時 30 分から正午まで
午後１時から午後４時まで

【受付】
各会場とも午後３時までとなり
ます。

※　各会場とも相談可能人数に
　達した場合、受付を締め切り
　ます。

※　お住まいの地域以外の会場
　もご利用いただけます。

※　２月 12 日（水）は、東京
　地方税理士会小田原支部の独
　自事業行事として開催します
　が、相談時間、相談方法の変
　更はありません。

箱根町役場（分庁舎４階会議室） 箱根町湯本２５６

２月４日（火） 小田原市川東タウンセンター
マロニエ（３階マロニエホール） 小田原市中里２７３－６

２月５日（水） 小田原市川東タウンセンター
マロニエ（３階マロニエホール） 小田原市中里２７３－６

２月６日（木）
真鶴町民センター 真鶴町岩１７２－８

松田町民文化センター（展示ホール） 松田町松田惣領２０７８

２月７日（金）
中井町役場（３階大会議室） 中井町比奈窪５６

山北町立生涯学習センター
（２階会議室） 山北町山北１３０１－４

２月 10 日（月） 南足柄市役所（５階大会議室） 南足柄市関本４４０

２月 12 日（水） 南足柄市役所（５階大会議室） 南足柄市関本４４０

２月 13 日（木）
大井町生涯学習センター（２階会議室） 大井町金子１９９５

開成町民センター（３階大会議室） 開成町延沢７７３

○　小規模納税者の所得税及び復興特別所得税・個人消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得税及び復興

　特別所得税の申告書（土地、建物及び株式などの譲渡所得がある場合、住宅借入金等特別控除を初めて受け

　られる場合を除く。）を作成して提出できます。申告書等の提出のみの場合は、直接税務署にお持ちいただ

　くか、郵送にてご提出ください。
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会
員
の
皆
様
、
会
社
・
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
！　

掲
載
は
「
無
料
」
で
す
！

よい情報を提供します ふれあい　いんふぉめーしょん297

〒250-0014 小田原市城内1-21  TEL.0465-23-3641
FAX.0465-23-5109

公益社団法人　小田原法人会

http://www.odawara-hojinkai.com

公益
社団法人 小田原法人会

上の会員ラベルを切り取って、法人税確定申告書の別表１の「欄外の上部中央余白」
に貼付けてください。e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16加入組合
等の状況」欄に（公社）小田原法人会と入力してください。

行きも、帰りも、便利にご活用ください。二宮駅から秦野駅の区間内、
その他地域も送迎いたします。お気軽にご相談ください。

※送迎対応時間　　17：00～ 23：30

お
子
様
連
れ
も

Ｏ
Ｋ
！


